
主催者挨拶 １４：００～１４：０５

主催者挨拶 15:00～15:05

北海道局における観光政策について 15:05～15:15

基調講演 15:15～15:35

・新たな日常における地域の
観光の取組

事例発表・意見交換 15:４0～17:00

国土交通省国土審議会
北海道開発分科会特別委員 矢ケ崎 紀子 氏

（東京女子大学現代教養学部国際社会学科 教授）

餅ｃａｆe ＆ ｓｔａｙ わが家

わっかない観光活性化促進協議会
地域連携DMO準備室

国土交通省北海道局及び北海道開発局は、北海道総合開発計画に掲げる世界水準の観光地の形成の実現に
向けた取組等について地域の方々と意見交換を行うため、東京女子大学教授 矢ケ崎紀子氏をお招きし、宗谷
における地域資源を活かして新たな魅力づくりや観光振興に取り組んでいる地域の方々とともに、インバウ
ンド回復後の観光促進の取組や多様な連携等について意見交換を行います。是非ご参加下さい。

11/12(金）

令和３年
【会場】

稚内地方合同庁舎
よりＷEB配信

主 催：国土交通省北海道局／北海道開発局 ※参加を希望される方は、裏面の参加方法をご覧ください。

15:00～17:00
（WEB開場 1４:30予定）

参加
無料

まるぜん観光株式会社 代表取締役

渡辺 敏哉 氏

別添１W E B 配 信

・てっぺん宗谷で私らしく生きること

・地域連携ＤＭＯ
「きた・北海道ＤＭＯ」の形成に向けて
－地域に観光客を呼び込む仕組みづくり－

・山のある島、利尻島バックカントリーツアー

中井 達也 氏

宗谷岬 出典：稚内観光協会

豊富温泉

出典：豊富町観光協会 HP

白い道

出典：稚内観光協会 HP

堂脇 さとみ 氏

利尻山

出典：RishiriNaturaGuideSurvice HP



プロフィール

講師・コーディネーター
東京女子大学現代教養学部国際社会学科 教授
やがさき のりこ

矢ケ崎 紀子 氏

羽幌町出身。株式会社住友銀行、株式会社日本総合研究所を経て、2006年九州大学大学院法学府政
治学専攻修了。2008年から2年6か月、国土交通省観光庁参事官（観光経済担当）を務める。首都大学
東京都市環境学部特任准教授などを経て、2014年より東洋大学国際観光学部准教授、2018年から同教
授、2019年から現職。国土交通省国土審議会北海道開発分科会特別委員、農林水産省「食と農の景勝
地」検討委員会委員をはじめ、数多くの審議会等委員に就任されている。専門分野は観光政策論及び観
光産業論。

事例発表者

参加申込方法 必要事項をメール本文に入力の上、次のアドレスに送信してください（ファイルの
添付不可）。前日までに、ご記入いただいたメールアドレス宛てに視聴用ＵＲＬを送
付します。

★e-mail：

※メールでの申込みが出来ない場合は、左枠内の
事項を任意の用紙に記入し、ＦＡＸを送信下さい。

※「＠mlit.go.jp」からの招待メールを受け取る
ことができるメールアドレスをご記入ください。
※いただいた個人情報につきましては、本セミ
ナーの開催に伴う事務手続に限り使用いたします。

わっかない観光活性化促進協議会地域連携DMO準備室
なかい たつや

中井 達也 氏
大阪府出身。ＡＮＡセールス（株）で約22年間勤務し、国内路線販促課長などを務める。令和元

年に（株）ＡＮＡ総合研究所へ出向、「わっかない観光活性化促進協議会 地域連携ＤＭＯ準備
室」へ派遣され、マーケティングの責任者としてＤＭＯ候補法人の登録を目指し取り組んでいる。

まるぜん観光株式会社 代表取締役
わたなべ としや

渡辺 敏哉 氏
利尻島出身。2003年、生まれ故郷の利尻島へＵターン。ペンションを経営しながら日本山岳ガ

イド協会認定ガイド資格を取得し利尻山登山、シーカヤックツアー、冬の利尻山バックカントリー
ツアーなどを行っている。

お申込期限：令和３年1１月９日（火）
お問合せ先：北海道開発局開発監理部開発連携推進課

鎌田(かまだ) 、中西(なかにし)
ＴＥＬ：０１１－７０９－２３１１（内線5441、5430） ／ ＦＡＸ：０１１－７４６－１０３２

( 参加申込メール 記入事項）

件名「 R03.11.12セミナー申込 」
●会社名・部署名 _
●役職_
●氏名・ふりがな(必須) _ 
●メールアドレス(必須) _ 
●電話番号 _ 
●ご一緒に視聴される方（複数可）

役職・氏名 _

hkd-ky-kankou-seminer-81b@gxb.mlit.go.jp

餅ｃａｆe ＆ ｓｔａｙ わが家
どうわき

堂脇 さとみ 氏
旭川市出身。2009年に持病のアトピー性皮膚炎の湯治療養のため豊富町へ移住。2010年には

町の湯治施設にて湯治相談業務を経験し、翌年、地域住民と湯治療養者の憩いの場として、餅cafe
＆stay わが家をオープン。15年より移住体験シェアハウス、stay わが家をスタート。16年から
はカラーセラピストとしても活動し、現在まで約500人の方々の心を癒すお手伝いを続けている。


